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VI, 5)。この自己充足している神は、すべてのことを自らの栄光のためになす(EMR, IX, 8
など(1))。そもそも、自己充足している神が、なぜこの宇宙を創造したのか自体が一つの問
題であるが、ここでは、イエス＝キリストによる聖別によって、神が宇宙を自らの栄光に











































































































表現することはない」とする(アルキエ, 2006, pp. 61-62)。 
たしかに、今述べたようなマルブランシュの意志は、デカルトの認めたような「無差別
の自由」をもつものではない。「自然な傾向性はなるほど意志的なものではあるが、しかし
ながら、私の言う意味での無差別的自由 liberté d’indifférence として自由なのではない。」































































めの功徳の条件である(RV, Ecl. I, OCM, tome IV, pp. 24-25)。次に、理性の観点からは、善な
る神の創造したこの世界において人間の罪がなぜ存在するのかという問題について、自由
が、至高の一般的善としての神以外の個別的な善に目を向けてしまうという仕方で、人間























































種のスピノザ主義になってしまうのではないか(Dreyfus, 1958, p. 279)。 































































(2) 『道徳論』(TM, I, 8, 4)などに見られる表現。モローは、マルブランシュは「キリスト教徒の哲学者 
philosophe chrétien」という表現は使っても、「キリスト教の哲学 philosophie chrétienne」については語って






記の該当部分がŒuvres complètes de Malebranche, tome XIII, p. 130-133にある)。ただし、（デカルトにその道
徳論とも言うべき『情念論』を書くきっかけを与えた）エリザベトの願いによってマルブランシュが『道
徳論』を書いたのかどうかについては、はっきりとしたことは言えない(cf. ロディス＝レヴィスによる『道











する能力である」と述べられている(Voltaire, 1961, p. 187)。 
(6) 人間における自由の存在を、マルブランシュがこの三つの道から肯定しているということについては、
Rodis-Lewis (1963), pp. 229-231に負う。 




てすら止まることはない」(RV, Ecl. I, OCM, tome IV, p. 10)と述べられている。 
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